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経済論 叢(京 都大学)第165巻 第5・6号,2000年5・6月

上海汽車による流通経路改革の模索

転換期における中国の自動車流通 シ.ステムー 一

劉 芳

1課 題

前編 で は,転 換 期 に お け る 中国 自動 車 流 通 シス テ ム の全 体 構 造 を 明 らか に し,

口米 の 自動 車 フ ラ ンチ ャイ.ズ ・シス テ ム との 比較 か ら見 た 中 国 の 自動 車 流 通 ・

販売 シ.ステ ム の特 徴 を指 摘 した 且:,。本 稿 は乗 用 車 メー カー で あ る.ヒ海大 衆 汽 車

有 限公 司 を事 例 に して,メ ー カー側 が構 築 した 自社 流 通 経 路 の 実 態 を明 らか に

す る。 上 海 大 衆 汽 車 有 限公 司 を事 例 に挙 げ る の は,同 社 は 中国 最:大級 の 乗用 車

メ ー カ ーで あ り,そ の 製 品 で あ る サ ン タナ は1995年 か ら97年 ま で の 問 に ,国 内

乗 用 車 市 場 に お け る シ ェア が連 続 して50銘 程 度 を 占め て い るか らで あ る。 ユ998

年 には,他 メ ー カ ー の乗 用:申:,す なわ ち,第 一 汽 車大 衆 有 限公 司 の ジ ェ ッダ,

神 能 汽 車 有 限公 司 の富 康 な どが 量 産 体 制 を確 立 した た め,サ ン タナ の シ ェ ア は

少 し落 ち た が,そ れ で も国 内 乗 用 車 販 売 台 数 の46,24%を 占 が,最 も高 い シ ェ

アを維 持 して い る。.サ ンタ チが 国 内 シ ェ ア1位 を維 持 して い る の は,も ちろ ん

サ ン タナ の製 品戦 略 生 産 体 制,サ ブ ラ.イヤ ー ・シ ス テ ム な どが 他社 と比 べ て

優 れ て い る こ と に よ るが,全 国規 模 の流 通 ・販 売 シス テ ムの構 築 も無 視 す る こ

とので き ない 重 要 な要 因 で あ る 。 しか し,従 来 の研 究 は,上 海大 衆 汽 車 有 限公

司 の生 産 体 制 に 重 点 を 置 き31,流 通.・販 売 体 制 につ い て は ほ とん どふ れ て い な

D割 方 「転換期 にお げる中国 の自動 車流通 システム.流 通経路の全体構造一一.Ir経 済論叢』

第164巻 第3号,1999年9月 。

2)上 海汽車工業集 団総公司 「上海汽車UJ1999年1月24日 。

3)李 春利 『現代 中国の 自動車産業」信 山祉,1997年 ,補 章参照。

■■r.
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か った 。 した が っ て本 稿 は,現 地調 査 の結 果 に も とづ き,サ ン タナの 流 通 経 路

の 実 態 を 明 らか にす る。 そ の上 で,サ ン タナ の流 通 経 路 に見 られ る現 段 階 にお

け る 中国 自動 車流 通 シ ス テ ム の新 た な特徴 を分 析 し,さ らに今 後 の発 展 方 向 を

提 示 す る。

llサ ンタナの流通経路

上海大衆汽車有限公司が生産したサンタナは,全 生産台数の2%程 度を占め

る免税車5」販売 と輸出を自社で行い,残 りの全生産台数の98%を 占めている国

内販売は,上 海大衆汽車有限公司が設立された当時の協約に基づいて.す べて

国内総ディス トリビューターである上海汽車工業錆筈総公司を通 じて販売.しな

ければならない。何故当初 このような協約を締結 したのかというと,上 海大衆

汽車有限公司が生産を始める1985年 には,自 動車の指令性分配計画慌〕は総生産

台数の約半数 ぐらいを占めてお り,自 動車は国家がコン トロールする生産財で

あるとい う考えがまだ強かった時代であった。その時,一 方..ヒ海汽車].:業錆焦

総公司は 「上海牌」乗用車7}を分配 ・販売していた販売網を持 ってお り,そ の

販売網を利用 してサンタナを販売するのは上海汽車工業錆告総公司にとって難

しいことではな く,ま た中国国内市場においてサンタナは将来性のある車であ

ると確信 してサ ンタナの販売を受入れた。他方,80年 代前半にメーカーによる

自主販売はまだなかったため,上 海大衆汽車有限公司にとっては計画経済体制

の.ドでは,車 の販売と同時に全国規模の自社販売網を構築するのは困難であっ

たたあ,.卜 海汽車工業錆替絵公司と協議 し,国 内販売をすべて上海汽車」:薬鋪

苫総公司に委託 し,免 税車と輸入車だけを自社販売することにした。それは上

4)1998年8月 に行 った インタビエー調査 に よる。調査 した会社 は,.上 海汽車⊥業錆告総公司.L

海汽車工業華東分鎗 中心,上 海汽車」業 華北 分銅中心,上 海汽車工業禧東錆笛有限公司.北 京上

海 輝 聯営雛 鋼 で あ り,断 朗i・ はさ らに上海牌 工業靴 分錆 「11心・北京上海汽車聯営

.錆 魯公司に対 して二度 目の調査 を行 った。

5)免 税車 とは,特 別消 費税 を免 除す る車であ る。 これは国家が海外か ら帰 国した留学人 員に対す

る優遇政策であ る。

6)指.令 性分配計 画について.劉 芳,前 掲書 を参照。

7)「 ヒ海牌」乗 用車は,vwと 合弁す る前 の上海汽 車製造廠で製造 していた乗用車で ある。
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第1図 サ ンタナの流通経路q999年8月 現在)

上 海汽 車 工業 錆 魯 総 公 司(総 デ ィス トリ ビュ ・.一夕 ー〉

ヒ海 汽 車 工 業 分 錆 中 心`(地 域 デ ィス トリ ビ ュー.タ ー)

独資公司 合資公司 特許専売店 .一般販売店

最 終 ユ ザ

出.所:インタビコ.一により作成.

注;一.は ・直接に最終ユーザーに販売することを意味 している。ただし,す べての
販売店が100%最 終ユーザーに直売することはまだ実現していない。

海 汽 車 工 業 錆 魯総 公 司 が上 海 大 衆 汽 車 有 限 公 司 か ら車 を仕 入れ る時
,特 別 消 費

税 を似 補 格 に 疏 たた め,ユ ー ・ 一 は上 海 汽車 工 業 鈴 鰍 公 司 か 晩 榊

を買 え な い ので,直 接 工 場 か ら買 うわ けで あ り,ま た 上 海 汽 車 工 業 錆 筈総 公 司

は輸 出 権 を持 って い な い ので ,車 の輸 出 を行 う こ とが で きな か っ たか らで あ る。

免 税 車 と輸 出車 の販 売 台 数 は合 わ せ て 毎 年2000台 程 度 で あ る
。

上 海 汽 車 工 業 筥 総 公 司 は サ ン タナ の 国 内販 売 を引 受 け
,そ の 販 売 は 当 初計 画

経 済 時 の 分 配 ・販 売 網 を 利用 した が,90年 代 に入 って か ら 自社 流 通 販 売 経 路 の

構 築 に 乗 り出 した。1999年8月 現 在,上 海 汽車 工 業錆 魯 総 公 司 が 構 築 して い る

サ ン タナ の流 通 経 路 は第 ユ図 の 通 りで あ る。

1上 海汽車工業鎗管総公司(総 ディストリビューター)

サンタナの総ディス トリピェ一夕ーを担当しているのは上海汽車工業錆替絵

公司である。同社は上海大衆汽車有限公司 と同 じく上海汽車.L業 〔集団)総 公

司に属 し,そ の前身は上海汽車工業供錆公司81である。上海汽車工業供錆公司

は.}海大衆汽車有限公司と上海汽車工業(集 団)総 公司傘下のメ一方一に対 し

8)㈱ 悼 工業踊 公司は・19・・年 に上瀦 輔 搬 〔トラクター)縮 公a,と 上灘 輔 拉機

錆魯公司の2社 が合併 され設立 され た会社であ る。

.慧
匡
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て生 産 に要 す る物 資 の供 給 と,製 造 した 車 両 の 販 売 を 同 時 に担 当 して い た。90.

年 代 に 入 って,国 家 の指 令 性 計 画 の減 少 につ れ,上 海 汽 車 工 業供 錆 公 司 の メ ー

カ ーへ の 物 資供 給 の 業務 が 徐 々 に な くな った た め,1994年6月 に上 海 汽車 工 業

錆 替 絵 公 司 と改称 した。 現 在 の上 海 汽 車 工 業 錆 告 総 公 司 は完 成車 販売 を主 と し,

部 品 販 牽,原 材 料 販 売,自 動 車 レ ン タル,広 告,レ ス トラ ンな どの業 務 を行 う

総 合 会社 で あ り,職 員 数 は500人 で あ る。 上 海 汽 車 工 業 錆 筈 総 公 司 は 販 売 戦 略

を策 定 し,各 地 方 にあ る分 銅 中心 を通 じて 販 売 店 に 実 行 させ る。 ま た,各 分 錆

中心 のセ ー ル スマ ンを招 い て定 期 的 に社 内 教 育 を 行 い,自 動 車 の専 門知 識 と販

売 技 能 を教 え.る。 上 海汽 車 工 業 錆 笛 総 公 司 は 輸 送 会社 を有 して,自 動 車 輸 送 専

用 列 車8両,船 舶7隻,大 型 トレー ラ ー350台 を保 有 し,月1万700⑪ 台 の.輸送

能 力 を備 え て い る。

1996年 のサ ン タナ の 生 産 台 数 は20万222台,販 売 台 数 は20万31台 で あ り,そ

の うち,上 海 汽 車 工:業錆 菖 総 公 司 の購.人台 数 は19万3100台,販 売 台 数 は18万

5804台 で あ っ た㌔ そ の 販 売 は 全 国 にわ た る販 売 網 に よ り行 わ れ,そ の販 売 網

は1999年8月 現 在,20の デ ィス トリビ ュー ター,2つ の独 資 公 司,35社 の 一 級

合 資公 司,75杜 の二 級 合 資 公 司,85社 の 特 許 専 売 店 と約40⑪社 の一一般 販 売 店 に

よ って構 成 され てい る。

ま た,ユ999年5月 に新 た に 特 許 経錆 商認 定 制 度 を採 用 し,.現 在,全 国 で7社

の特 許 経 錆 商 が 認 定 され た 。 特 許経 錯 簡認 定 制 度 に販 売 店 に対 す る審査 制 度 で

あ る。 特 許 経 錆 商 を希 望 す る販 売 店 は 上海 汽 車 工 業 錆 告 総 公 司 に 申請 し,同 社

は そ の販 売 店 の 営 業 場 所,営 業 ホ ー ル,シ ョー ル ー ム,業 務接 客 室,顧 客 休 憩

室,完 成 車 倉 庫,新 車 飾 り付 け,部 品販 売,ア フ タ ーサ ー ビ ス,ユ ー ザ 雫駐 車

場,情 報 シス テ ムの 配備,服 装 な どに対 す る審 査 を行 う。合 格 した販 売 店 を特

許 経 錯 簡 に認 定 す る。 そ う した特 許経 錆 商 は完 成 車 販 売,部 品販 売,ア フ ター

サ ー ビス,情 報 フ ィー ドバ ック の 「四 位 一 体 」 機 能 を持 って い る 。特 許 経 錆 商.

はす べ て 上 海 汽 車 工 業鎧 葛 総 公 司 特 許 経 錆 商 と記 した 看板 を掛 け,上 海 汽 車 工

9)r上 海汽車 工業錆魯総公司96年 報」。
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第1表 上海 汽車 工 業 錆 篤 総 公 司 分 錆 中 心 リ ス ト (1999年8月 現 在)

ユ 上海汽車L業 東北分錆 中心(遼 寧洛陽) 14 上海汽車 工業重慶介錯 中心(重 慶〉

2 上海汽車工業黒龍江分錆中心(ハ ルビン) 15 南 方公司(深 切1)

3 上海汽車工業華北分錆僖中心(北京〉 16 .ヒ海汽車工業広西分銅 中心(南 寧)

4 上海汽車工業河南分錆 中心(鄭 州) 17 上 海汽車 工業雲南分銅 中心(昆 明)

5 ヒ海汽車一L業III東分錆中心(済 南) 18 上海汽車工業安徽分銅中心(合肥)

6 上海汽車L柴 山西分鎗中心(楡次) 19 上海汽車工業海南分錯中心(海[)

7 上海汽車工業西北分錆中心(甘粛蘭州) 20 ヒ海汽車工業天津分錆 中心(天津)

8 上海 汽車工業陳西分錆中心(成 陽〉 21 .卜海汽車工業漸江分錆中心(建 設中)

9 上海汽車工業新彊分鉗中心(ウ ルムチ〉 22 上海汽車ll.:業江西分銅中心(建 設中)

1〔} ヒ海 汽車工業華.束分錆中心(上 海) 23 上海汽車工業湖南分錆中心健設中)
11 上海汽車.1業 福建分鎗 中心(福州) 24 上海汽車工業貴州分錆中心(計画中)

12 上海汽車工業 中南分銅 中心(湖 北武漢) 25 上海汽車工業内モンゴル分錆中心(計画中)

13 上海汽車工業 西南分錆 中心(四11聴 陽)

出所:イ ンタビュー調査 による,

注=南 方公司 は上 海汽車工 業錆菖 総公司 の独 資公司 として設 立され,現 在,地 域 デ ィス トリ

ビューターの役割 を果た してい る、,

菜館 菖 総 公 司 の要 求 に従 って 店舗 を改 装 しな けれ ば な ら ない 。.合資公 司,特 許

専 売 店 で あ っ て も,一 般 販売 店で あ って も,上 海 汽 車 工 業 錆 替 絵 公 司 の基 準 に

符 合 す れ ば特 許 経鈴 蘭 に転換 す る こ とが 可 能 で あ る。 この特 許経 錯 簡 こそ が フ

ラ ンチ ャ イ.ズ・シ ス テ ム下 の デ ィー ラー に相 当 して お り,上 海 汽 車工 業 錆 焦 総

公司 は10年 間 以 上 の模 索 を経 て,フ ラ ンチ ャ イ ズ ・シス テ ム を導 入す る こ とが

可 能 とな った 。

2上 海汽車工業分銅中心 〔地域ディストリビューター)

上海汽車..r二業鎗讐総公司はユ99ア年下半期から,全 国に100%出 資の分錆中心

(地域ディス トリビューター)を20社 設立 し,現 在3社 の介錯中心は建設中で,

2社 の分鉗中心は計画中である。分錆中心の正式名称は.L海 汽車工業(地 域

名)分 錆中心である(第1表)。

分錆中心の主な役割は各販売店に上海汽車工業錆色総公司の販売戦略を徹底

的に実行させ,販 売店によいサービスを提供 し,ま た良好な関係を作 ることで



上海汽.申による流通経路改革め模索(399)59

ある。上海汽車工業錆魯総公司は分錆中心に人員を派遣 し,経 理,.財 務,販 売

の業務を担当している。分錆中心は,完 成車ディス ト.リビュー ト,車 両配送,

配送前の検査,情 報フィー ドバ ック,市 場管理,資 金決算,人 材育成 と販売店

評価の八つの機能を要求され,全 社が大型倉庫を持 っている。各分錆中心のコ

ンピューターは総公司のとつながってお り,上 海汽車工業鋤唐絵公司の地域支

店としての役割を果たしている。

分錆中心は販売店の経営状況を常時把握するため,区 域錆告代表制を実施 し

ている。.区域錆魯代表制は,分 錆牛痘が担当している区域に錆讐代表を派遣 し,

それぞれ管轄する区域の販売を促進する役割を果たしている。区域錆讐代表は

管轄内の販売店を回って上海汽車工業錆色総公司の販売についての方針などを

各販売店に伝え,販 売店が上海汽車工業錆替絵公司の要求 どおりに販売 してい

るか否か,例 えば上海汽車⊥業錆魯総公司が設定 している最低販売価格より低

く販売 していないかをチェックし,販 売目標の達成を督促する。また,毎 年の

下半期に改年の販売計画を各販売店から収集 し,さ らに管轄地区にある他メー

カーの販売店の販売状況を調べ,他 メーカー販売店の状況も把握するように

なっている。区域錆笛代表は通常管轄地域に駐在 し,ユ ヶ月に一度所属 してい

る分錆中心に戻 り,管 轄地域の状況.を..ヒ司に報告する。

分錯中心の設立によって,上 海汽車⊥業錆色総公司はあらゆる販売店をカ

バーでき,メ ーカーと販売店の問の.距離を短縮 し,各 販売店の車両購入,決 済

の便宜を図ることができたため.,サ7タ ナの流通経路の短縮を実現 しえた。こ

のため,サ ンタナ啄)流通経路は部分的てはあ るが,先 進国Q流 通経路(メ ー

カー→ディーラー→ユーザー)と 同じような形態に転換 し始めている。各分鎗

中心はメーカーの地域代表として,そ の地域にある販売店に車両をディストリ

ビュー トし,さ らに各販売店に対す る管理をも強め,経 営に必要な支援を与え

る役割を果た した。したがって分錆中心の設立は,流 通経路 を短縮 したと同時

に,各 販売店を管理することによって,直 接最終ユーザーに販売するように販

売店に要求 し,こ れまで多くの販売店が兼業 してきた卸売業務と小売業務の分
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離 を促 進 した。 この こ と は メー カー と販売 店 の 間で の安 定 した 取 引 関係 の構 築

に重 要 で あ る。

3独 資公司

上 海 汽 車 工 業 錆 筈 総 公 司 が100%出 資 して 設 立 した 販 売 会 社 で あ る。 当 初,

深馴 と新 彊 の2社 で あ った 。 い ず れ も現 地 で 適 当 な合 弁 相 手 が 見 つ か らな か っ

た た め100%の 自 己資 本 で 設 立 した もので あ り,現 在,2杜 と も地 域 デ ィス ト

リ ビ ュー タ ーの役 割 を 果 た して い る。

斎
館

4合 資公司

合資公司は,・ 級合資公司と二級合資公司に分けられている。一級合資公司

と呼んでいるのは,上 海汽車工業錆讐総公司 と従来の流通企業がそれぞれ50%

ずつ出資して設立 した聯営錆笛公司IDIである。登録資本は200万 元であり,そ

の後,上 海汽車工業錆善総公司側が55% ,従 来の流通企業が45%を 出資するよ

うに改められた。このことから,当 初メーカー側は合弁企業に対する持株率を

高 くすることによって,一 級合資公司のコントロールを強めようと意図 してい

ることが分かる。一級合資公司は現在35社 あり,各 省の省政府所在地及び中心

都市にある。

二級合資公司も ヒ海汽車主業錆賃総公司が既存の流通企業 との合弁で設立 し

た聯営錆笛公司である。ただ し,二 級合資公司の登録資本は10⑪万元で,一 級

合資公司より規模が小さい。また所在地はほとんど省政府所在地以外の都市に

あり,マ 級合資公司ほど重要な位置を占めていない、二級合資公司への出資比

率は,.L海 汽車工業錆讐総公司と既存流通企業がそれ.それ50%ず つであり,現

在75社 ある。

以前は,合 資公司に対 して上海汽車工業錆善総公司は,周 転車1ユ)の提供及び

10)聯 営 錆 笛 公 司 につ い て は 劉 芳,前 掲 書 参 照。

11)周 転 車 と は.メ ー カー の 総 デ ィス トリ ビュ ー ター あ るい は 地 域 デ ィス トリ ビュ ー ターが 販 売/
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リベー トの支給などの優遇政策を与え,販 売を促進 していたが,1997年 工O月か

らあらゆる優遇政策を中止 した。ユ997年8月 には総販売量の75%を 占めていた

合資公司の販売台数は,1998年7月 現在3G%に 落込んでいる。

では何故,上 海汽車工業錆善総公司は自ら投資 してお り,最:も力を入れた合

資公司への優遇政策を廃 止したのであろうか。上海汽車工業錆焦総公司が.合資

公司を設立 した背景か ら言 うと,当 初資金 も販売人材 もノウハウも十分ではな

かったh海 汽車⊥業錆倍総公司は,独 自の力で全国をカバーで きる販売網を構

築することは不可能であった。 したがって,上 海汽車工業鐺咎総公司.は 「四

共」原則(「共担風除,美 事利益,.共 争市場,共 謀発展」共同的.にリスクを負

い,共 同的に利益を享受,共 同的にシェアを占め,共 同的に肇展を図る)を 提

示 して,各 地方にある従来の流通企業と組んで,全 国規模の販売網を構築し始

めた。当時の.L海汽車工業錆魯総公司の考えでは,合 資公司は自社販売網を構

築する上で一つの便利なや り方であった。すなわち,.一つの地域には1社 の合

資公司を設立 し,そ の合資公司を一級店 としてそれぞれ所在する地域の販売網

を構築させることができたσつま り一級店には二級店を開拓させ,そ ちらへの

卸売を主な仕事とさせ,上 海汽車工業錆魯総公司は..一級店だけと取引関係を作

るのである。自己資本も投下したので,.ヒ海汽車工業錆告総公司は合資公司に

「周転車」の提供やリベー ト支給などの優遇政策を与え,販 売を促進 した。 こ

れらの優遇政策は販売店の資金不足の問題を解決し,確 かに販売促進の役割を

果た した。 しかし,上 海汽車1:業 錆替絵公司の方からすべての合資公司に人員

を派遣せず,財 務などの監察 もしていなかったので,合 資公司の管理は合資相

手の企業に全部任せた。とはいえすべての合資公司が 「四共」原則に従ったわ

}ナではなく.周 転車をユーザーに販売したにもかかわ らず,代 金を上海汽車工

業錆替絵公司に支払わずに使ってしまった会社や,代 金を持って逃げた総経理

もいたため,上 海汽車工業錯讐総公司は車両代金が回収できないという損失を

、店 に提供 した販売用の車両である。 車両代金 は メーカー によって異な るが,通 常1ヶ 月あるいは

3.う.月で決済す る。半年で決済する場合 もある,
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蒙 った。 現 在 も収益 状 況 の悪 い合 資 公 司 もあ り,負 債 を上 海 汽 車II.業錆 魯総 公

司 に返 済 す る能力 が な い の で,上 海 汽車 工 業 錆 焦 総 公 司 は 数億 元 の 資金 が 回収

不 能 の状 態 に陥 って い る。 また,リ ベ ー トの 支 給 は 販 売 店 の 間 の値 引 き問題 を

引.き起 こ した 。 そ れ は販 売 店 が 車 を多 く販 売 す る た め,メ ー カ ーか ら もら え る

リベ ー トの分 を安 く して車 を販 売 して い た か らで あ.る。 さ らに,優 遇 政 策 を受

け て い な い一 般 販 売 店 は,不 平 等 な 扱 い を さ れ て い る と感 じて い る ので,サ ン

タナ の販 売 に対 して 積 極 的 で は な か った 。 そ こで ,上 海 汽 車 工 業 錆 讐 総 公 司 は

サ ン タナ販 売 網 の 再 編 に 着 手 し始 め,そ の第 一 歩 と し て合 資公 司 に対 す る優 遇

.政 策 を 中止 し,あ らゆ る販 売店 を平 等 に扱 う よ う にな った 。

5特 許専売唐

詩詐害売店とは,上 海汽車工業錆魯総公司との協力関係が比較的良好で,経

営力がある既存流通企業から選び幽したサンタナを専売 している販売企業であ

る。特許専売店は1995年 から設立し始めたd合 資公司での資金回収不能の教訓

から,上 海汽車工業錆魯総公司は特許販売店には資金を投入せず ,単 にサ.ンタ

ナの販売権とブランド使用権を付与 した。特許販売店の設立は主 として一級,

二級合資公司の空白地区を補 うためであ り,現 在85社 ある。

6一 般販売店

これは上海汽車工業錆替絵公司が販売力のある販売店を選出 し,期 限を定め

た販売契約を結んでいる流通企業である。このような販売店はたいてい他メー

カー車 も販売 し,併 売の形を取 っている.1997年8月 まで,サ ンタナの流通経

路の中では副次的補完的な役割 しか果た しておらず,総 販売量に占める比率は

1⑪%に 過ぎなか った。だが,こ の一般販売店の販売量は,..ヒ海汽車.1業 錆焦総

公司が合資公司への優遇政策を廃止したため.ヒ昇 し,1998年8月 現在,全 国平

均 して7嘱 を占めている。
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IIIサ ンタナ流通経路の事例

本 節 で は,20社 の分 鉗 中心 の うち,と くに ヒ海 と北 京 に あ る2社 を取 上 げ,

そ れ ぞ れ傘 下 の販 売 店 の分 析 を も加 えて,サ ン タナ の流 通 ・販 売 網 を詳 細 に検

討 し,そ の 全体 像 の解 明 に努 め る。

1上 海汽 車工業華東分鋪中心

上 海 汽車 工業 華 東 分 錆 中心 は20社 の分 錆 中心 の 中で,最 も早 く1997年7月 に

設 立 さ れ た 。職 員 人数 は50人,そ の う ち10人 が総 公 司 か らの派 遣 で あ り,後 の

40人 は 華束 分錆 中心 が 雇 った 契 約社 員 で あ る。華 東 分 錆 中心 は江 蘇 省,浙 江 省,

上 海 地 区 を担 当 し,こ の3つ の地域 にあ る販 売 店 に車 両 を デ ィス トリ ビュー ト

.して い る。1998年8月 現 在,江 蘇省 に は10社,浙 江 省 にH社,卜 海 地 区 には70

-80社 程 度 の販 売 店 を抱 え
,月 に平 均5000台 を デ ィス トリ ビ ュー トして い る。

華 束分 錆 中心 は販 売 店 に車 両 を デ ィス トリ ビ ュー トす る と同時 に,販 売 店 の 管

理 を も行 って い る。 最 低 販 売価 格 を設定 し,販 売 店 が 二 級 店 へ の 卸 売 を や あ,

直接 最 終 ユ ー ザ ー に販 売 す る よ う に要 求 して い る。 華 東 分 錆 中 心 が 設 立 され た

後 の10月 か ら,上 海 汽 車 工 業錆 替絵 公 司 は合 資 公 司 に対 して の あ らゆ る優 遇 政

策 を 巾ILし た た め,合 資公 司 と くに上 海 地 区 に あ る合 資 公 司 の 販 売 量 は 急 激 に

減 少 して い る。 つ ぎ に華 東 分錆 中心 傘 下 の販 売 店 の実 態 を見 て み よ う。.

上海汽車工業濾東錆魯有限公司

上海汽車L業 渥東錆告有限公司は,L海 汽車工業錆魯総公司と..h海機電設備

総公司 との合資公司である。同社{1995年8月 に設立され,投 資比率は50:50

で,登 録資本は400万 元である。従業員は17人で,す べて.上海機電設備総公司

か らの人員であったが,会 社の管理については,上 海汽車工業錆告総公司も関

与 している。会社の人事移動,販 売計画の策定などは,全 部..ヒ海汽車工業錆筈

総公司の副総経理が重事長になっている董事会を通さなければならないb重 事
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会 は 上 海 汽 車工 業 錆 笛 総 公 司 が4人,上 海 機 電 設 備 総 公 司 が3人 で 構 成 さ れ て

い る。

上 海 汽 車 工 業 潟 東 鏡 筥 有 限 公 司 の営 業 所 に は700m1の 営 業 ホ ー ル,350m=

の シ ョー ル ー ムが あ り,別 の場 所.にさ ら.に400～500台 の 車 が ス ト ック で き る倉

庫 を持 っ てい る。 販売 台 数 は,1997年3895台,98年 は7月 ま で に1564台 で あ り,

販 売 した 車 両 は70%が 最 終 ユ7ザ ー 向 けに,残 りの30%は11社 の二 級 店 に よ り

販 売 され る。 この11社 の二 級 店 は す べ て 上 海市 に あ り,い ず れ も計 画 経 済 時代

か ら上 海機 電 設 備 総 公 司 と関 係 を 持 って い る。 ヒ海 汽 車.i.:業灘 束 錆 篤 有 限 公 司

か らサ ン タナ を購.入す るの に 加 え て,上 海 機 電 設 備 総 公 司 と他.メー カー との合

弁会 社(他 メ ー カー の..一級 店)か ら も車両 を購 入 し,併 売 の 形 を 取 って い る、,

この11社 の 「級 店 は 全 部 直接 最 終 ユ ー ザ ー に販 売 す る。

ヌ997年10月 か ら,.上 海 汽車 工 業 錆 筈 総 公 司 が.合資公 司 に対 す る優 遇 政 策 を廃

止 した た め,渥 東錆 筈有 限公 司 は その 影 響 を受 けた が,ユ ー ザ ー に 多様 なサ ー

ビスを 提 供 す る こ とに よ っ て,損 失 を最小 限 に抑 え て い る。 例 え ば,上 海 市 政

府 の 規 定 に よ る と,個 人 ユ ーザ ー はナ ンバ ー プ レー トを獲 得 す る ため,上 海 汽

車 工 業 鎗 善 総 公 司 が 主 催 す る オー ク シ ョンに 出 な け れ ぼ な らな い[2:。潅 東 錆 告

有 限公 司 は個 人 ユ ー ザ ー を連 れ て この オー クシ ョ ンに出 て,.車 両 の 売 買 が成 立

した場 合,上 海 汽 車 工 業 鉗 魯 総 公 司か ら紹 介 料 を も らえ る。 また,ユ ー ザ ニが

オ ー ク シ ョ ンに出 られ な い場 合,ユ ー ザ ー の代 わ りに オー ク シ ョンに 出 て,車

を買 う ため のあ らゆ る手 続 きを代 行 し,ユ ーザ ー か らは代 行 費用 を受 け取 る こ

とが で き る。

漏 東 錆 傳 有 限公 司 の事 例 はサ ン タナの販 売 店 だ けで は な く,現 在 中国 にお い

て 自動 車 販 売 に従 事 して い るあ らゆ る販 売 店 の典 型 的 な例 で あ る。 す な わ ち ,

多 くの 販売 店 は小 売 をす る と同 時 に,下 の二 級 店,二 級 店 はさ らに 三級 店 に卸

12)こ れは上海市政府が個.人の乗用車購買を制限するために設けている政策である、1つ のナン

バ・一プレー トを獲得するには最低2万 元がかか り,集 めたお金は市政府の福祉施設に回 している。
ヒ海汽車1:業錆替総公司は,販 売店が個人ユーザーへ販売することを奨励するため,個 人ユー
ザーに販売した車両には代理費を出している。
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売 も行 い,流 通経 路 の 多段 階 を もた ら した 。 これ は従 来 の制 度 的 な特 徴 の 影 響

を受 けた 以外 に,販 売 店 の マ ー ケ テ ィン グカ が ま だ弱 い こ とに も因 るで あ ろ う。

しか し,.販 売 店 の資 金 難 の状 況 を考 え る と,当 面 の 問,営 業 所 を設 立 す るの は

無 理 で,二 級 店 は しば ら くまだ 必 要 で あ る。 た だ し,温 東 錆 焦 有 限 公 司 の 場.合,

イ ン タ ビ ュー 調査 に よ る と,傘 下 にあ る11社 の 二級 店 は,サ ン タナ を販 売 す る

際 に,湛 東錆 筥有 限公 司 の看 板 を立 て て 販 売 して い る。 す なわ ち,渥 東 錆 笛 有

限公 司 の 店舗 名で 販 売 して い る ので,実 質 的 に この].1社 の二 級 店 は潅 東 錆 菖 有

、限公 司 の営 業所 に な っ てい るの で あ る。

2上 海汽車工業華北分鋪中心

上 海 汽車 工 業華 北 分 錆 中心 は1997年11月 に設 立 され,当 初,北 京,天 津,河

北,内 モ ン ゴル とい う4つ の 地 域 の流 通 ・販 売 を担 当 したが,天 津 分 錆 中 心 の

設 立 に よ って,北 京,河 北,内 モ ン ゴ ルの3地 域 を担 当す る よ うにな った 。 華

北 分 錆 中心 は250mzの 営 業 所 以外 に,500台 と800～1000台 を保 管 で きる 倉庫

が2ヵ 所 あ る。 分 錆 中心 の 本 部 には15人 の職 員 が い て,う ち7人 が 上 海 汽 車 工

業錆 替 絵 公 司 か ら の派 遣 で あ る。 また倉 庫 に も15人 が お り,合 わ せ て30人 の 従

業員 が い る.販 売 に は6人 が従 事 し,.市 場 管 理,区 域 鉗 魯 代 表,接 客 販 売 等 を

担 当 して い る。 販 売 店 数 は,北 京25社,河 北 省21社,内 モ ンゴ ル3社 の 合 計49

社 で あ り(第2表),そ の うち,北 京 に は4社,内 モ ン ゴ ル に は2社,.河 北 省

に は2社 の合 資 公 司 が あ り,ま た,北 京 に は3社,河 北 省 に は1社 の 特 許 専 売

店が あ る。 さ らに北 京 で は3社 め特 許経 錆 商 が 認 定 され た 。 特 許 経 錯 簡 は もち

ろ ん の こ と,合 資 公 司 と特 許専 売 店 は サ ン タナの 専 売 で,一 般 販 売 店 は 他 メー

カー車 も販 売 す る併 発 の 形 を取 って い る。

華 北 分 鉗 中心 で は1998年 の 販売 計 画 嫉3万5000-6000台 で あ った が,実 際 に

3万200⑪ 台 を販 売 した 。1999年 に天 津 分 錆 中心 が 設 立 さ れ た た め,華 北分 錆 中

心 の管 轄 地 域 は北 京,河 北 省,内 モ ンゴ ルの3地 域 にな った た め,販 売計 画 は

3万 台 に縮 小 され,7月 まで1万6876台 を販 売 した 。 華 北 分 錆 中 心 は北 京 に2

'
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第2表一L海 汽 車 丁:業華 北 分 鎗 中 心 の 主 た る取 引先(1999年8月 現 在)

河北地区 北京地区

1 河北上海汽車聯営錆魯公司 25 北京市L海 汽車聯営錆僖公司
2 河北省汽車工業貿易公司石家荘第二錆魯処 26 北京上汽首創汽車錆魯有限責任公司

3 石家荘汽車⊥程機械有限公司 27 上海市銀汽車錆魯有限公司(亜 運村.)

4 河北物産企業集団汽車錆隻総公司 28 北京康達汽車錆告公 司(亜蓮村}

5 石家荘巽中汽車貿易公司 29 北京長江汽車貿易有限公司(亜 蓮村〉

6 石家荘専用汽車公司 30 北京東方創業汽車錆善有限公司〔亜蓮村)

7 河北北方汽車工業公司 31 江都新 大州公司(亜 運村)

8 河北 卜海汽車職官錨魯邯鄲公司. 32 北京蒙潤物資公司(亜 運村)

9 邯鄲市物資局 33 内蒙古恒茂公 司(北方)

10 唐山市機電設備総公司第一汽車貿易公司 34 北京賓雁汽車錆魯公司(北方)
11 唐山市四通機電公司 35 北京市生資総公司汽車分公司(北方)
12 唐山市真東機電公司 36 ..ヒ海恰通汽車錆魯有限公司(北 方)

13 唐III市大衆汽車維修 蛸 37 北京兵工北方汽車貿 易公.司(北方)

ユ4 保定上海汽車L業 鉗 讐有限公司 38 中国汽車工業総公司

】5 保定錆魯処 39 中汽貿慶鈴汽車鏡筥有限公司
16 邪台市機電設備公司 40 北京汽車工業供錆公司

17 那台軽型汽車分公司 41 .中国北方車両公司
18 .卜:海大衆汽車 秦皇 島特約維修蛸 42 中国汽車工業投資開発総公司

19 秦皇島錆笛公司 43 衆義達物資貿易公司
20 上海大衆汽車張家[鎗 魯服務有限公司 44 北京汽車貿易中心

2] 張家「.1九龍公 司 45 中国京安器材公司

内蒙古地区 46 北京 ヒ汽京都汽車錆普有限責任公司

22 包頭上海汽車錆着有限責任公司
47

48

中国航空汽車工業華北公司

革新実業公.司
23 上海汽車工業内蒙古錆魯有限公司 49 北京聯拓機電公司
24 包頭市 百貨大機(集 団)公 司

昌所=イ ンタビュ・一調査によ.り作成。

注;「亜運村」は,北 京亜運村汽申交易市場,「北方」は北京北.方汽車交易市場の略称。

人,河 北 省 に1人,内 モ ンゴ ル に1人 の 区域 錆 告代 表 を設 置 して お り,各 地域

の 販 売 店 を 管 理 して い る。 合 資 公 司 に対 す る優 遇 政策 が な くな った た め,す べ

て の販 売 店 に 同 じ価 格 で 卸 売 して い る。.また販 売 店 の最 低小 売価 格 を設定 して

お り,華 北 地 区 内で の 販 売 に限 定 す る とい うテ,,ト リーの 規 定 もあ る。販 売 店

数 を現 在 の規 模 に抑 え,ま だ 販 売店 の な い地 域 内 に新 設,あ るい は淘 汰 され た
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販売店の代わ りに新設する以外は,販 売店を増やさない計画である。新設の販

売店には出資をしない,す なわち合資公司を新設 しない。各販売店は自社の販

売能力に基づいて,年 末に華北分錆中心に来年一年間の販売台数目標を提出し,

半年毎に華北分錆中心と販売契約を締結する。当月の販売台数は二ヶ月前に発

注する。

華北分錆中心は将来北京には15～ユ6社の特許経錆商を設立する計画がある。

北京地区は現在,平 均月1800台 を販売 しているが,各 販売店が月ユ50台の販売

力があるとすると,.12社 が必要である。将来,サ ンタナの年産が50万 台に達 し

た場合,15一 ユ6社の特許経錯簡が必要である。1999年8月 現在,北 京には北京

市上海汽車職官錆告公司.と北京上汽首創汽車鎗魯有限責任公司,中 国汽車一1.二業

総公司の3社 が特許経鈴蘭の認定を通った。その内,北 京上海汽車聯営錆岱公

司の1社 のみが改装工事が終わ り,上 海汽車工業錆唐絵公司の特許経錆商とし

て開業 した。次は特許経錆商として新 しく開業 した北京.ヒ海汽車聯営錆焦公司

の状況を詳 しく見てみよう、

北京上海汽車聯営鎧醤公司

北京.ヒ海汽車聯営錆讐公司は上海汽車工業錆魯総公司と北京市汽車貿易公司

が各50%を 出資 して1991年 に設立 した会社である。1999年 に上海汽車].=業鏡筥

総公司の審査を受け,北 京における上海汽車工業錆色総公司.の初めての特許経

錆商になった。特許経錆商になるため,上 海汽車.1:業鉗告総公司の要求通 りに

店を新 しく改装し,そ の投資は100万 元以上に上 ったが,.す べて北京上海汽車

聯営錆焦公司が出資 した。営業拠点は2ヵ 所あ り,一 つは方荘にあ り,.面積は

7DOm2で,完 成車販売を主としている。もう一つは成寿寺路 にあり,シ ョー

ルーム,倉 庫,整 備丁:場があ り,面 積は8000m2で ある。車両修理が主な業務

である。従業員数は二ヵ所合わせて約130人 であ り,合 資公司の母体公司であ

る北京市汽車貿易公司か らきている人 もいれば,北 京上海汽車聯営錆替公司が

直接採用 した人.もいる。その内,販 売に従事 している人は20人程度であり,接

. ..・....._一 』西"田_一
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待 員5人,倉 庫 管 理 員6人 が この 中 に含 まれ て い る。 整 備 工 場 で 働 い て い る人

は90人 程 度 で,北 京 上 海 汽 車聯 営 錆替 公 司 が販 売 した 車 両 に限 らず,サ ン タナ

で あ れ ぼ他 の販 売 店 か ら購 入 した車 両 も修 理 し,修 理 費 は同.一で あ る 。

北 京 ヒ海汽 車 聯 営 錆 魯 公 司 は完 成 車 販 売,部 品 販 売,車 両 修 理,レ ン タル を

行.って お り,総 利益 の うち,完 成 車 販 売 は20%,部 品 販 売 は25%,車 両修 理 は

50%,レ ンタ ル は5%を そ れ ぞれ 占め てい る。 整 備 工場 は1998年 に正 式 営 業 が

始 ま り,直 ち に会社 総 利 益 の約 半 分 を 占め る よ うに な った 。

北 京 上 海 汽 車聯 営 錆 僖 公 司 の完 成 車 販 売 は100%直 接 最 終 ユ ー ザ ー に販 売 し,

個 人 客 は60-70%を 占 め て お り,1998年 は5980台 を販 売 した。 で は何 故 北 京 上

海 汽 車 聯 営 錆 普公 司 は 最 終 ユ ー ザ ーへ の小 売 が100%を 占 め る よ うに な った の

か 。会 社 が 設立 され た当 初,上 海 汽 車 工 業錆 魯総 公 司 は聯 営 公 司 の下 に二 級 店

をお き,自 社 の販 売 網 を作 ろ う と望 ん だ が,北 京 上 海 汽 車 聯 営 錆 岱 公 司 の 総経

理 は,自 らの 経 営 理 念 に基 づ い て1991年 の 設 立 以 来,最 終 ユ ー ザ ー の た め に

サ ー ビス を提 供 す る こ と を最 重視 し,二 級 店 で は な く最 終 ユ ー ザ ー へ の小 売 を

拡 大 して きた。 当 初,仕 入 れ を 求 め に きた二 級 店 が 多 くあ った た め,卸 売 も一

.部 行 っ たが,現 在 は 小 売 の み で あ る。 した が って,1997年10月 に.ヒ海 汽 車 【.:業

錆 魯 総 公 司 が 合 資公 司 に 対 して の優 遇 政 策 を中 止 した と き,会 社 はす で に最 終

ユ ーザ ー.を中 心 に 販 売 して い た た め,ほ とん ど影響 を受 け なか っ た。

1999年 上 半期 の販 売状 況か ら見 る と,個 人 客 は60%程 度 を 占め,販 売 区域 は

北 京 市 を主 と し,地 方か ら買 い に来 た 顧 客 に も販 売 して 悟 る。 地 方 か らの顧 客

は 河北 省 が 一番 多 い。 何 故河 北 省 の 人 々 が わ ざ わ ざ北 京 まで 車 を買 い に来 るか

とい う と,ま ず,北 京 は大 都 市 で あ るの で,北 京 に あ る販 売 店 の信 用 度 が高 い。

次 に北 京 ま で車 を買 い に来 る と,つ い で に北 京 旅 行 もで き るか らセ あ る。 これ

に 主 に.公用 車 のユ ーザ ー で あ る。 地方 ユ ー ザ ー の比 率 は5%程 度 で あ る。 』

. L海 汽 車1業 錆 筈 総 公 司 は サ ン タナ の販 売 店 に対 して 「三毛 利 政 策(三 利 益

政 策)」 を実 施 して い る。 そ れ は 「販 売 利 益 」,「投 資 利 益 」,「サ ー ビ.ス利 益 」

で あ る。 販 売利 益 とは完 成車 の販 売 に よ って獲 得 す る利 益 で ,あ らゆ る販 売 店
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が 享 受 で き る。 投 資利 益 は特 許 経 錆 商 しか 享 受 で きな い。 それ は特 許 経 錯 商 に

な るた め,店 舗 の 改 装 に大 量 の資 金 を投 入 しな けれ ば な らな い た め,一 ヒ海 汽 車

工 業 錆 笛 総 公 司 は年 末 に 人員 を派 遣 し,店 舗 を視 察 した後 に,店 舗 の施 設 に点

数 をつ け,そ の 点 数 に応 じて 一台 の車 両 に一 定 の リベ ー トを与 え てい る。 しか

し,投 資 利益 は1999年 か ら実 施 され る ので,一 台 に どの程 度 を与 え られ るの か,

ど の よ うな 形 で 与 え られ る のか は まだ 未 定 で あ る。 サ ー ビス利 益 は毎 年,サ ン

タ ナの 販 売 店 を サ ー ビス の成 績 水 準 に よ ってA・B・C・Dの4ラ ンク に分 類

し,A・B・Cラ ン クに 入 った販 売 店 に奨励 品13}を与 え,.Dラ ンク の販 売 店 に

は何 も与 え られ な い 。1998年 度 に は,6000万 元以 上相 当 の奨 励 品 を各 販 売 店 に

この よ うな施 策 の実 施 に よ って,あ る程 度 整備 工 場,シ ョー ルー ムな ど.の販

売 施 設 を揃 って い る販 売 店 を保 護 で き,.倉 庫,整 備 工 場,シ ョー ルー ムな どを.

持 って お らず完 成 車 販 売 のみ を し,低 価 格 で顧 客 を迎 合 す る規 模 の 小 さ い 二 級

店 あ るい は 三級 店 に打 撃 を与 えた 。

IVむ す.び

本稿は中国最:大の乗用.車メーカーである上海大衆汽車有限公司が生産したサ

ンタナの流通経路を明らかにした。.ここでは以上の考察を通 じて,サ ンタナ流

通経路から見られる現段階における中国自動車流通シ.ステムの新たな特徴を分

析 し,加 えて中国自動車流通システムの発展方向を展望 してみたい。

サンタナの流通においては,経 路の短縮が実現されつつある。上述 した

販売店2社(上 海汽車工業濾.東錆僖有限公司 と北京 ヒ海汽車聯営錆魯公司)の

事例から.見ると,北 京上海汽車聯営錆魯公司は100%の 小売を実現 し,.潅東錆

筈有限公司の場.合は総販売台数の30%が11社 の二級店によって販売されている

奨 励 品 と して,Aラ ンク に は サ ン タナ2000GI,g2台 とサ ン タナ2DOOGli3台 の 合 計5台,B

ラ ン ク に はサ ン タナ20σDGLsl台 と サ ン タナ2{X〕OGIi2台 の 合計3台,Cラ ン クに は サ ン タナ

2000Gh1台 の奨 励 品 を それ ぞ れ.与 え る。
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が,こ の11社 の二 級 店 はサ ンタ ナ を販 売 す る.際に,す べ て澹 東 錆 告 有 限公 司 と

い う店 舗 名 で 販 売 して お り,小 売 が100%を 占 め て い る の で,実 質 的 に湛 東 錆

魯 有 限 公 司 の 営 業 所 とみ な し うる。 す なわ ち,こ の2社 は流 通 経 路 が 短 縮 され

てい る。

もち ろ ん,こ の2社 だ け を見 て,サ ン タナす べ て の販 売 店 が 流 通 経 路 の 短 縮

を 実現 した とは言 え ない 。 しか し,上 海 汽車 工 業 錆 替 絵 公 司 は ,.流 通段 階 が 多

くな る と末 端小 売価 格 を コ ン トロー ルす る こ とが 難 し くな る し,最 終 ユ ー ザ ー

の把 握 もで き ない と認 識 して お り,.地 域.ディス トリビ ュー ター も傘 下 のあ らゆ

る販売 店 に直接 最 終 ユ ー ザ ー に販 売 す るよ うに 要 求 し,さ ら に各 地 域 に分 錆 中

心 を設 立 し,販 売 店 の 車 両 購 入 に便 宜 を提 供す る と同時 に販 売 店 へ の 管 理 を 強

化 し,流 通 経 路 の 短 縮 化 に努 め て い る 。..

② .先 進 国 の 自動 車 流 通 に 共通 す る フ ラ ンチ ャ イ ズ ・シス テ ム が サ ン タナの

流 通 経 路 に も見 られ 始 め た。 それ は特 許 経 鈎 商 の登 場 で あ る。 上 海 汽 車 工 業 錆

普 総 公 司 は 自社 流通 経 路 を設 立 し始 め てカ}ら十 数年 の模 索 を経 て
,専 売 制,テ

リ トリ7制 等 を 内容 とす る フ ラ ンチ ャ イズ ・セ ス テ ム 奢 自社 流 通経 路 に取 入 れ

始 め た1999年8月 現 在 には,全 国 的 に7社 しか な い が ,今 後,拡 張 す る計 画

で あ る。 中国 版 の フ ラ ンチ ャ イズ ・シ ステ ム と して ゐ特 許 経 錆 商 が 全 国 的 に広

げ られ る と,卸 売 と小 売 の分 離,多 段 階 に な って い る流 通 経 路 の 単 純 化 を促 進

す るで あ ろ う。

だ が,当.面 め 問 はサ ン タナの 流通 経 路 に は専 売 制 を取 って い.る販 売店 と併 売.

制 を取 って い る販 売 店,小 売 の み を行 う販 売 店 と卸 売 を 兼 業 す る販 売 店 が 同 時

に併 存 す るで あ ろ う。 何 故 な ら,.一 方 で ,特 許 経 錆 商 の ネ ッ トワ ー ク構 築 は 時

間 のか か る仕事 で あ る。 販 売 店 規 模 の 基 準 を 年 間1800台 販 売 と設 定 す れ ば ,サ

ン タナ の年 産 が30万 台 に 達 した 場 合
,167社 の特 許経 錆 商 が 必 要 とな り,年 産

50万 台 の場 合 は,280社 の 特 許 経 錆 商 が 必 要 に な る。 こ う した特 許経 錆 商 ネ ッ

トワー ク構 築 には お そ ら く数年 間 を 要す るで あ ろ う。他 方 ,ア フ ターサ ー ビ ズ

必 要 とせ ず,低 価 格 だ け を追 求 す る顧 客 が い るか ぎ り,整 備 工 場 を もた な い二
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.級 店,三 級 店 あ る い は一一般 販 売 店 は消 滅 す るわ けで は な い。 す なわ ち,サ ン タ

ナの 流 通経 路 に は,進 ん だ流 通 経 路 と未 発 達 な 流通 経 路 が な お も併 存 して い く

と予 想 され る。

(3)サ ンタナ の 流 通経 路 が他 社 と比 較 して最 も発 達 した 販 売 ネ ッ トワー ク と

な って い る の は,そ れ な りの 理 由 が あ る。 す なわ ち,1995年 以 来,自 動 車 市 場,

特 に乗 用 車 市場 を取 巻 く環 境 が 急 激 に 変化 して き て お り,.そ の 中 で 最 も顕 著 な

の は個 人ユ ーザ ーの 増 加 で あ る。96年 に は個 人客 が サ ンタ ナ総 販 売 の21%を 占

め,北 京 の よ うな大 都.市で は 個 人 客 率 が も っ と高 く,97年 の 北 京 亜 蓮 村 汽 車 交

易市 場 の サ ン タナ個 人 客 率 は75%,北 京 北 方 汽 車交 易 市 場 で 嫁80%も 占め て い

た 。 今 まで 中 国 で は 自動 車,特 に乗 用 車 の 買 い 手 は ほ とん ど タク シ.一会 社 あ る

い は 機 関 団体 で あ り,自 ら整備 部 門 を 有 し て い た た め,販 売 業 者 に ア フ タ ー

サ ニ ビス を求 め て お らず,整 備 工 場 を もた ない 二 級 店,三 級 店 も存 続 で き た と.

考 え られ る。 しか し,一 般 市 民 が 自動 車 を買 う時 代 にな る と,専 門知 識 を持 っ

て い ない 一 般 市 民 は販 売 店 に頼 らざ るを得 ない た め,ア フ ター サ ー ビス を提 供

で き るメ ー カー系 販 売 店 が 重 要視 さ れ る よ う}とな る。.ヒ海 汽 車 工 業 錆 告総 公 司

は この よ うな環 境 の変 化 に敏 感 に対 応 し,ユ997年 下 半 期 か ら流 通 戦 略 を修 正 し,

個 人 ユ ー ザ ー層 に重 点 を おい て 自社 流 通経 路 の整 備 に よ り大 き な力 を 入 れ た 。

す なわ ち,メ ー カー.→ デ ィー ラー → ユ ー ザ ー とい う二 段 階 流 通 経 路 を 通 じ

て,個 人 コ・一 ザ ー の状 況 を.i分 把 握 し,ア フ ター サ ー ビス を提 供 す る とい う も

ので あ る。 例 えば 北京 上海 汽車 聯 営 錆 筈 公 司 はす で に ユ ー ザ ー フ ァイ ル を作 う

て お り,ユ ーザ ー の 追 跡 サ ー ビス を行 い 始 め て い る'㌔

こ の よ う匠,上 海 汽 車 工業 錆 僖 総 公 司 は 急 激 な市 場 変 化 に対 応 す るた め,

メ ー カ ー主 導 の下 にサ ン タ ナの 流通 販売 網 を整 備 しつ つ あ る。 そ の流 通 販 売 網

は フ ラ ンチ ャイ ズ ・シ ス テ ム に シ フ トして きた こ とに大 き な特徴 が あ る。

14)北 京 上海汽車聯営錆督公司は,自 社か ら車を購 入 した個人ユ ーザー に対 して定期的に電話 で連

綿を取 り,車 の使用状況 を聞 く。 また車の メンテナ ンス,車 検 なども忘れさせ 奪い ように随時顧

客に電 話をする,
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